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日富根・寒さの中で官ちわれいうrL－のろ。若あそこ壇知子

・自おの撃o捕る睦び勘建しじく悟り拉む

・友塵の思いや、考えの気砕き、紺も臥す入れて
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和Tまして　おめでとうご㍊Iま†。

今年もようしくか仁科－します。
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”軸阜机で申し軸王く乱寧即して煎緋弔ご持主し言等昨

揃の草稿の補師訪れ部抽教訓よしT二が鴻摘草
＿　生　．主　上　　．＿＿I　，、

も和一吊れ「二〇時申乱lよ奉告串摘草論詰塙や圏で、
Bo噂やDvDl更てセリ団歌を巧足れ、車庫掛、帥まし†二。縛嘗胆
唖か上手くい映持二時匡巾康雄良脅して陸とっけ中華でてさま
し巨。、i掠時セリ7時姓一雨船中峡高畠封轟二直こても勧蓋し聞

けYさんの葦毛弧がち窮商う串摘与も出て成し王。さくら涌春台山こ

い自損圧印乱の生こ両替壇て、勧請。出る二品描かし暗

箱壇即時塙え患よく萩中出目′如姉高1二でもてくれLt。一伸

男の評も師団諦ての鮭脱出キ串雨季ち、乱し一気蒋ち、蔓草しい詐或

虹色唖計清畠虫鉦二招、で紅塵自評〇時、補整士一理U阜7
にパー尭＞トに宮中紅組二いえた言を応郎樫じ11か††こ壇tl軍。こ諸
点陣持旺弓の自席にもつf詰り、これ車高再や二℃に手増訂ていく申叛き破
轟烏塙対－く壇い草。弘也と1台頼一つの二℃噂座も乱工で喧しC

両端呼上げで結語もTこちです言のこ珪畦れてこ串の蓮耳で輔
l二宮に暫ボて周れば壇，て書生か
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